
 
平成２９年度全国学校保健・安全研究大会 開催要項 

 

１ 趣  旨 

  近年の社会環境や生活環境の急激な変化は、子供の心身の健康にも大きな

影響を与えており、学校生活においても生活習慣の乱れ、いじめ、不登校、

ストレスによる心身の不調や児童虐待などのメンタルヘルスに関する課題、

アレルギー疾患、性に関する問題行動や喫煙・飲酒・薬物乱用、感染症など、

現代的な健康課題が深刻化している。また、登下校中の交通事故や事件、校

舎からの転落事故への対応など、学校管理下における子供の安全確保が重要

な課題となっている。さらには、東日本大震災に鑑みた「防災教育」の充実、

原子力災害への対応など、新たな課題も発生してきている。 

  これらの課題解決を図るためには、学校全体として学校保健・学校安全に

取り組む校内の組織体制を整備するとともに、学校・家庭・地域が一体とな

り、確かな学力、豊かな心、健やかな体の調和を重視する「生きる力」を育

む教育を推進する必要がある。 

本大会は多年の研究の成果を踏まえ、生涯にわたり心豊かにたくましく生き

る子供の育成をめざして、諸課題について研究協議を行い、学校保健・学校安

全の充実発展に資するものである。 

 

２ 主  題 

  生涯を通じて、心豊かにたくましく生きる力を育む健康教育の推進 

   ～自ら心身の健康を育み、安全を確保できる子供の育成～ 

 

３ 主  催 

  文部科学省、三重県教育委員会、津市教育委員会、（公財）日本学校保健会、

（一財）三重県学校保健会 

 

４ 期  日   平成２９年１１月１６日（木）、１７日（金） 

 

５ 開催地及び会場 

開 催 地  三重県津市 

会   場  三重県総合文化センター（全体会及び課題別研究協議会） 

（三重県津市一身田上津部田１２３４） 

 

６ 内  容 

（１）全 体 会 

・開会式 

・表彰式  

学校保健・学校安全の功労者に対する文部科学大臣表彰を行う。 

・記念講演 

    講演内容   「学校事故対応に関する指針とこれからの学校安全」 

    講  師    東京学芸大学教育学部 教授  渡邉 正樹 

（２）課題別研究協議会（別表） 

   課題に基づいた提案、研究協議、指導助言及び講義を行う。 



７ 日程および内容   

11 

月 

16 

日 

(木) 

            11:30    12:00   12:30   13:00   14:00   14:30            16:00 

 
一般参加者 

受付 開会式 

表彰式 

休憩 記念講演 
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受付 
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打合会 
 

受賞 
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11 

月 

17 

日 

(金) 

9:00 9:30                      12:00 13:00            15:30  

 受

付 

課題別研究協議会 

（5課題） 

昼食・

休憩 

課題別研究協議会 

（5課題） 
 

 全国学校保健会中央大会  

 

８ 参加対象者 

（１）国公私立の幼稚園・認定こども園・小学校・中学校・義務教育学校・ 

高等学校・中等教育学校・特別支援学校の校(園)長、副校(園)長、教頭、 

保健主事、養護教諭、保健体育科教諭、安全担当、学級担任、その他の 

教職員 

（２）学校医、学校歯科医、学校薬剤師 

（３）教育委員会の学校保健・学校安全関係職員 

（４）学校保健会事務局の職員 

（５）ＰＴＡ会員、その他都道府県・指定都市・中核市教育委員会で適当と認

めた者 

 

９ 資料代 

  ３，０００円 （大会誌・当日配付資料代） 

   ※今年度より大会報告書は作成せず、当日資料を配付予定です。 

 

 

〔本件問い合わせ先〕 
〒514-8570 津市広明町１３番地 三重県教育委員会事務局保健体育課 
Tel：059-224-2969  Fax：059-224-3023 Ｅ-mail：hotai@pref.mie.jp 

 


